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振替関係図の要点

従来（普通の仕訳の表現）

インプットとアウトプットの関係
による仕訳の新しい表現
（仕訳の表現を左右逆にする）

インプットとアウトプットの関
係の間に作業とその条件が見え
てくる場所
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直接費 完成品製造原

価

製造

借入金

現金

借貸対照表

資本金

借入金
現金

貸借対照表

資本金

借方 貸方

材料 現金

1R 2L

借方 貸方

材料製造

2R 3L

借方貸方

材料現金

1R2L

借方貸方

材料 製造

2R3L

借方貸方

材料現金

1R2L

借方貸方

材料 製造

2R3L

従来（普通の貸借対照表と損益
計算書の表現）

インプットとアウトプットの関
係による貸借対照表と損益計算
書の新しい表現

仕訳の変化の間になすべきこ
との例

フィードフォワード

借入金

現金

借貸対照表

資本金

① ⑤④③② ⑦⑥

経営計画
書

現金をどう使うかの
経営計画書（案）

材料をいかに安く買
うかの施策

・倉庫に
ある材料
を劣化さ
せない
・在庫期
間を短く
する

払い出しの時に端材
が出来ないように材
料レイアウトを工夫
する

・作業工
程とスケ
ジュール
を的確に
割付け無
駄がない
ようにす
る
・タイム
リーに作
業指示を
材料と共
に現場に
流す
・操業度
を安定す
る
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買入高 直接材料費

材料

収入高

現金

1 2

買入高

新製品計画

品質向上計画

コストダウン計画

原価計画

操業度計画

期間中の売上の変化に応じて操業度を調整する

計画利益

利益計画

PMD

シーズマニー

企業の方針を示す目
的と手段の関係
（PMDで表せる）
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フィードバック

－４

QFD手法
DTCN/DTC手法
VA/VE手法
IE手法
QC、QA手法
会計手法などの利用の場

QFD手法を
潜在要求
品質の顕
在要求品
質に変換
すること
に利用す
る

DTCN/DTC
手法のPMD
手法で関
係者間で
見える価
値観合わ
せをする

DTCN/DTC手法の体制と順序
を示す実施計画書を利用す
る

購買VA/VE
手法を利
用する

IE手法
QC、QA手
法を利用
する

IE手法 IE手法

QFD

1．認識1．認識1．認識1．認識

　（1）理系（技術系）の人は、ものごとの流れを左から右へ流れるインプットとアウトプットの因果関係で把握・理
　　　解して構築することに慣れている。
　（2）現在使われている仕訳の表現の位置を左右逆にする、即ち左から右へ流れるインプットとアウトプットの因果
　　　関係にすると理系（技術系）の人は、仕訳の内容を理解しやすい。
　（3）また、この仕訳の表現の位置は、コンピュータを使って簡単に入れ替えたり、同時に表示することができる。

2．この方法で何ができるようになるのか2．この方法で何ができるようになるのか2．この方法で何ができるようになるのか2．この方法で何ができるようになるのか
　
　　　効果的な投資及び技術活動を、左から右へ流れるインプットとアウトプットの因果関係で表現することができる
　　ので、理系（技術系）/経営・事務系の人達の価値向上のための共創、共同作業の場を創り出すことができる。
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損益 売上高

損益売上原価

借入金

貸借対照表

資本金

利益

現金
機械
建物

借入金

借貸対照表

資本金

利益

現金
機械
建物

借方 貸方

売上原価 製品

4R 5L

借方 貸方

製品 製造

3R 4L

借方 貸方

売上 損益

6R 7L

借方 貸方

損益

5R 6L

借方 貸方

現金 売掛金

8R 9L

借方 貸方

売掛金 売上

7R 8L

売上原価

借方貸方

製品

4R5L

借方貸方

製品製造

3R4L

借方貸方

売掛金売上

7R8L

借方貸方

損益

5R6L

借方貸方

売上損益

6R7L

借方貸方

現金売掛金

8R9L

売上原価 売上原価

借方貸方

製品

4R5L

借方貸方

製品製造

3R4L

借方貸方

売掛金売上

7R8L

借方貸方

損益

5R6L

借方貸方

売上損益

6R7L

借方貸方

現金売掛金

8R9L

売上原価 売上原価

売上売上原価
販管費
利益

損益計算書

借方貸方

売上売上原価
販管費
利益

損益計算書

⑩⑨⑧ ⑮⑭⑬⑫⑪ ⑯ ⑰ ⑱

・製造担当は作業工
程で誤作品を発生し
ないようにする
・最小の工数で製品
をつくる

・製品検
査をする
・不具合
を見つけ
たとき
は、類似
のケース
までに及
ぶ再発防
止をする

・製品在庫の劣化を
防止する
・顧客にとどけるま
での費用(原価)の低
減をする

実際の製
品原価と
計画原価
の差を把
握して是
正対策を
立てる

・販売費を少なくし
た売り方をする
・出来るだけ高く売
る販売計画を立てる

・出来るだけ高く売
る
・タイムリーに売
り、操業度の安定を
する

商品を
買った顧
客を喜ば
せ満足さ
せる

・売掛期間ゼロもし
くは、売掛期間短縮
の約束をする
・同時に支払いが遅
れた場合は、金利を
請求できる約束もす
る

売掛期間
を短縮す
る

・約束通り現金を回
収する
・遅れた場合は金利
を回収する

借入金

借貸対照計画表

資本金

利益

現金
機械
建物

利益の一部は、株主
へ配当する

次のイン
プット

結果の評価、意思決定

一定基準
に基づ
く、報告
書の作成

利益確保

利益の差

ここで計画利益と実際の利益の差がでてくるので、大きな枠組みの視点（貸借対照表と損益計算書）から対策要請が出せる。

結果の利益

この方式は、そろばん時代の計算ミスへのマクロ的な対処や、瞬時に原価や売上の結果、現状、計画との差、見通しが、コンピュー
タがなかったために出来なかった時代の結果からのみ算出する損益の出し方のように感じる。
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完成品製造
原価

売上品製造
原価

製品

4

売上品製造
原価

売上品製造
原価

掛け売上高 回収高

売掛金売上

回収高

現金

987

損益 掛け売上高

計画利益

対処

貸方 借方

売上原
価

売上

販管金
利を少
なくす
る

計画利
益

利益の
差

⑲ ⑳

IE手法
QC、QA手
法

QC、QA手
法を強化し
た類似ケー
スまで含ん
だ再発防止
手法を利用
する

販売VA/VE手
法を利用す
る
DTCN/DTCを
マーケット
創出手法に
利用する

QFD手法
DTCN/DTC手法
VA/VE手法
IE手法
QC、QA手法
会計手法などの
利用場面

IE手法
QC、QA手
法

IE手法 CS手法を
利用する

販売管理手
法を利用す
る

利益管理法
などを利用
する

財務管理損益計算書販売管理手
法を利用す
る

VE手法
IE手法を
利用する

3．どういう場面で使えるのか3．どういう場面で使えるのか3．どういう場面で使えるのか3．どういう場面で使えるのか
　
　　　下記のようなケースについて、投資と技術活動の因果関係を合理的、効果的に構築したい場面で使える。
　　　①マーケットクリエーション
　　　②製品企画のプロセス
　　  ③DTCN/DTC（Design To Customers' Needs）設計
　　  ④製造コストダウン
　　  ⑤在庫品を極小化した販売活動
　　  ⑥売掛金を極小化する活動
　　  ⑦全体工程のバランスのとれた促進管理
　　  ⑧すべての活動におけるフィードフォワード及びフィードバック

4．従来の表現方法と比べてどういう差があるのか4．従来の表現方法と比べてどういう差があるのか4．従来の表現方法と比べてどういう差があるのか4．従来の表現方法と比べてどういう差があるのか
　
　　（1）従来の表現方法との差
　　　　①仕訳の位置を左右逆にする。
　　　　②損益計算書の左右の関係は、従来の関係と同じである。

　　（2）従来の会計手法の表現では、見えなかった価値向上のための上流費目の効果的な因果関係が、投資と技術活動の
　　　　両面から見えるようになる。
　　　　 この効果的な因果関係が明らかになるので、費目が変わる時に、金額価値を向上するために何をどのようにすれ
　　　　ばよいかが上流から見えるようになる。さらに、その上流でその価値向上の効果を上げるために、何をどのように
　　　　すればよいかが見えてくるようになる。


